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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜新患者様情報＞
・9/29　宮古　澄桂様（21）11：30来院予定
三沢県立高等学校卒業後は、北里大学医療検査学科へ進学している。今年4月より原因は不明だが、気が滅入る、不眠、眩暈、物忘れが出現。家事に手がつかず、友人とも学校だけの付き合いとなっていった。これらの事から神奈川県にある、「ゆたかｸﾘﾆｯｸ」受診。内服薬処方となるが徐々に内服薬が処方されるだけの診療となってきたため、H26年9月「まちだ診療ｸﾘﾆｯｸ」へ転院。ﾃﾞﾌﾟﾛﾒｰﾙ・ﾘｽﾐﾝ処方され服用継続中。「境界性人格障害」「うつ病」と診断されていた。

9月で大学は退学。実家へ帰省しているが、以前より症状は悪化しているようだと話す。原因として、両親の目が気になる事があげられる。今回、まちだ心療ｸﾘﾆｯｸより処方されていた内服薬が9月末で切れるとの事で当院へ転院希望あり、受診相談となる。
・10/1　中田　由明様（42）12：00来院
八戸南高校進学・卒業し八戸市にあるコンピューター関係の専門学校へ進学・卒業。卒業後は東京へ行きコンピューター関係の仕事へ10ヶ月間従事。その後階上町へ戻り階上町役場へ就職している。

Ｈ9年結婚し2子儲けている。Ｈ22年頃心当たりは無いが、気分の落ち込みや仕事へいけなくなる状態となり、松平病院（主治医：横田Ｄｒ）受診し薬物治療開始。以後定期的に外来通院を継続している。最近になり調子が悪く仕事へ行く事が出来ない事が増え始めている事から、職場より“現在の状態で仕事が出来るか”等を松平病院以外から診断してきて貰うよう説明があったとの事で、当院へ受診相談に至る。
＜入院患者様情報＞
・9/30　小川　大様（39）11：00来院
Ｈ21年高松病院初診。当初は「不安障害」として治療を開始していた。元来アルコールへの依存性が強く、酩酊時には興奮し刃物を出し、妻様に対する暴力行為が見られていた。そのため、現在は「アルコール依存症」として治療中。9月暴力行為が著明である為本人のみ実家へ帰省。実母様に対する暴力行為は見られていなかったため、妻の所に戻ったのだが、妻の元へ行くと、再度妻への暴力行為が見られ飲酒をやめるよう説得してもやめられず、酩酊時には興奮するといった事から妻様の手におけない状態となる。

主治医（君島Ｄｒ）よりアルコール依存症治療プログラムを実施するよう本人へ説明し本人も断酒意思ある事から入院治療を希望。現在通院する高松病院にはアルコール治療プログラムが無い為、当院での治療を希望され高松病院より転院予定となる。
＜外来連絡＞
・南山苑　石鉢良二様

H26年春頃より右臀部褥瘡あり。（GradeⅣ50*25㎜）。壊死、融解組織が目立ち浸出液は悪臭を伴う。10/3（金）13：30より外来処置室にて褥瘡の外科的デブリードマン、ポケットの切開を実施予定。
物品の準備をしていく。
